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事変を経て、1932 年 3 月に建国された。清の最後の皇帝愛新覚羅溥儀を元首とする建国であっ
たが、実際は関東軍と日本人官僚によって支配される傀儡国家であった。多くの矛盾を抱えて
はいたが、その後、米、英、仏など連合国を除き、枢軸国や中立国など 20 カ国以上承認し、当
時の独立国の三分の一とは外交関係を結んだ。人口は、1940 年時点で 4108 万人、満州・漢族

















1945 年の敗戦までの満洲開拓団の規模であるが、全国合計は開拓団員が 22 万人、青少年義
勇軍が 10 万人で合わせて 32 万人とされる5。このうち、長野県は約 3 万 8 千人を送り出してお
り、第二位の山形県の 1 万 7 千人の二倍以上と突出している。その長野県のなかでも、飯田、
下伊那地区は特に多く 8,389 人（うち義勇軍が 990 人）と記録されている。1935 年の人口が 19
万人弱であるから、住民全体の 4.4%が渡満したことになる。なかには人口の 10%以上渡満した
村がいくつもあり、清内路村と上久堅村のように 19%と五分の一の住民が移住した村もある。
敗戦後の帰国者は 5 割、残りの 5 割は死亡者と残留者・不明者という筆舌に尽くしがたい悲劇
となる。 
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表 1．飯田下伊那地区の養蚕業推移 
1925 年 1927 年 1929 年 1931 年 
養蚕戸数 17,436 17,712 18,409 18,530 
桑園面積（町） 7,286 7,820 8,774 8,976 
収繭量（千貫） 1,820 1,540 2,110 1,850 
繭価額（百万円） 18.3 9.7 13.5 4.9 
単価（円/貫） 10.1 6.3 6.4 2.6 
出所：『長野県史 近世資料編 別巻統計（二）』（満蒙開拓平和祈念館より入手）。 
 
このような悲劇の一因は、この地域の主要産業である養蚕業が 1929 年の大恐慌の煽りを受け、































の後、家族も合流し、北満州の大八浪に入植した。千鶴氏自身は、1941 年に国民学校 3 年に編
入、1945 年 4 月に高等科に進む。8 月の敗戦後は、1 カ月の逃避行ののち収容所にたどり着い
た。1946 年に黒竜江省方正県の隋一家に助けられ、1949 年に結婚、7 人の子を得て、45 年間中
国で暮らした。 










































2006 年 9 月 13 日に詳しい。 
4 カエサルの「人は見たい現実しか見ない」という名言や日本陸軍には大敗したノモンハン事件が「存在
しなかった」ことを想起させられる。 
5 『長野県満州開拓史総編』（満蒙開拓平和記念館より入手）。 
6 和田登（2013）『望郷の鐘』しなのき書房。 
7 中島京子（2012）『小さいおうち』文春文庫。 
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